


異動区分 発令年月日 氏名 異動内容 異動前の職名

退職 20．３．31 加 藤 祐 介 口腔再建外科診療室・医員

退職 20．３．31 若 松 里 佳 歯の診療室・医員

退職 20．３．31 天 沼 亮 子 歯周病診療室・医員

退職 20．３．31 原 田 史 子 矯正歯科診療室・医員

退職 20．３．31 庭 野 友理子 歯科総合診療部・医員

退職 20．３．31 仲 川 なぎさ 歯科総合診療部・医員

退職 20．３．31 富 樫 元 子 摂食・嚥下機能回復部・医員

退職 20．３．31 木 村 睦 美 歯科技工部門・医員

退職 20．３．31 白 倉 正 基 義歯(冠・ブリッジ)診療室・歯科技工士

退職 20．３．31 竹 石 英 之 義歯(冠・ブリッジ)診療室・助教

退職 20．３．31 佐 藤 秀 樹 口腔再建外科診療室・助教

退職 20．３．31 本 間 春 菜 歯の診療室・レジデント

退職 20．３．31 津 田 高 小児歯科診療室・レジデント

退職 20．３．31 西 村 雄 介 歯周病診療室・レジデント

退職 20．３．31 真 柄 仁 義歯(入れ歯)診療室・レジデント

なお、今回の誤りはエクセルシートでの操作時に発生しております。私にとっては、予期せぬ事態で

あり、今後、同様の操作で、知らない間に重要なデータを壊してしまうおそれがあります。検索が十分

でないかも知れませんが、ネットで検索しても、本件に相当する事例と対処について記載されていたの

は一件のみであり、注意喚起の意味も含めて、下記にて情報を提供させていただきます。

データ処理に潜む罠・エクセル操作に関する注意事項

エクセルは非常に使いやすく、日常業務で使っておられる方が多いと思いますが、思わぬ落とし穴が

ありますので、注意が必要です。通常思わぬミスが発生すれば、目の前でデータが変化するので良く分

かり対処可能です。最悪でも、設定した関数が書き換えられる程度で済むため、注意していれば、対処

することができますしundo にて復帰できます。しかしながら、「オートフィルター」を設定した状態

で、かつ、ある一定の条件下でコピーとペースト操作を行うと、見えていないデータ（不可視データ）

が破壊され、かつ、確認できた時（「オートフィルター」でのフィルタを解除した途端）undo ができな

い状態になることを知りました。ただし、コピー＆ペースト操作と、ほぼ同等の結果をもたらす「オー

トフィル」（データ選択範囲の右下隅を掴んでドラッグする）では、「オートフィルター」を設定した同

一条件下にても、問題なく思った通りの結果が得られます。

前号の「教職員異動」にて部分的に一行ずれていたことに出版後に指摘されて気付きました。操作時

に保存していたファイル群を遡ってみたところ、何らかの操作時に不具合が発生したことまでは分かり

ました。しかしながら、その原因については、つい最近まで分からないままでした。

先日、別のデータベースにて、マクロを利用した操作を行うと、勝手にデータが消えるという事態に

遭遇しました。その時、「オートフィルター」を設定した状態で、かつ、ある一定の条件下での操作に関

連して事故が発生していることが分かりました。このことに気付いた後も、「どうしてそうなったのか？」

が分からないままでしたが、今回の訂正原稿を書くに当たって、実験的にやってみて再現できましたの

で、注意喚起を兼ねて、報告することにしました。
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なお、本件に関連する情報について、インターネットで検索をかけると、「オートフィルター」にて気

をつけなければならない操作がまとめられていましたが、思い通りの結果にならない操作については「試

行錯誤的に理解していくしかない」とのことでした。

参考URL：http://q.hatena.ne.jp/1188424422

ネット上、有用な情報は、他には発見できませんでした。

1．実験データについて

「連番」、「記号」、「操作データ」の３つを対象とします。「元データ」、「目的データ」、「操作データと

目的データとの整合性チェック」は、以下の各種処理後の「操作データ」の変化を分かりやすくするた

めに設けました。「オートフィルター」を設定するには、設定したい領域を選択後（ないし設定したい領

域内の１ヶ所を選択後）、「データ」➡「フィルタ」➡「オートフィルター」とします。また、エクセル

内での日本語表記上、「ペースト」は「貼り付け」になっていますので、操作手順の文中では、「貼り付

け」に統一します。

の記号のついた列に、「オートフィルター」が設定された状態になっています。

この状態で、「記号」が、「b」のところの「操作データ」が「BBX」のデータを、全て「BBB」に

することを想定します（今回のデータにて、上記操作を行うには、オートフィルターを使うよりも、もっ

と簡単な方法があるでしょうが、簡略化したデータでの再現実験なので、ご容赦下さい）。
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2．操作手順

１)オートフィルターにて「記号」が「b」であるものを選択します。

２)次に、C4からC5のセルを選択し、「編集」➡「コピー」とします（ctrl-C で可）。
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３)C9を選択（もしくは、C9とC10の両方を選択）し、右クリックで「貼り付け」します（ctrl

-V で可）。

４)次に、操作データC14、C15、C18について処理します。ここで、C4、C5、C9のセルを選択

して「コピー」し、
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５)次に、C14、C15、C18に「貼り付け」します。

６)上記段階で、３つのセルに「貼り付け」たはずなのに、２つのセルにのみ「貼り付け」されてい

るだけです。

通常、「あれっ」、と思うのですが、何らエラーダイアログも表示されず、「貼り付け」るセルの

数が多ければ、「もしかしたら選択するときにミスをしたかな？」と思う程度です。しかしながら、

ここで、既にデータが破壊されています。

今回の事件では、上記のようなことが起こったという記憶が残っていないのですが、大量のデー

タがずれていたため、気付きにくかった可能性が高いです。また、２回の校正を経ているのです

が、処理前のデータが、歯学部ニュースのフォームと異なり、異動内容欄が一つしかなく、異動

前と異動後とが混在している状況でした。もう少し詳しく言うと、内容が異動前か異動後かの判

定は、異動区分にて判断するといったデータでした。そのため、校正時には処理後のデータ（誤っ

たデータ）と比較していたことも原因の一つとなっています。
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７)とりあえず、最後のセルであるC18に「貼り付け」を行って終了します。
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８)で、「オートフィルター」で「すべて」を選択すると、

おわかりのように、15番目の「記号」＝「a」の「操作データ」が「BBB」と変更されてしまっ

ています。ここは、コピー＆ペースト操作時に、非表示部分のデータです。このようにデータが

破壊されていたにもかかわらず、操作時に「目に見えない」のです。さらに、オートフィルター

を解除して「見える状態になる」と、undo ができない状態になっています。

3．まとめ

以上、細かな説明となりましたが、言葉では非常に説明しにくく、例示するのが最も適切だと判断し

ました。今回上記を理解した上で再度ネット上を検索したところ、同様のことを記述しているであろう

文章を見かけるのですが、引用させていただいたURLでの記述に関連するところ以外、読み手側には

十分伝わっていないことが多いように感じました。

医療事故やインシデントでも言えることですが、「思いこみ」が惨劇を招くことがあります。「思いこ

み」やすい状況を見つけ出して、対応策を練っていくことが、よりよい医療へと結びつきます。

今回の投稿が、同様の惨事を未然に防ぎ、よりよい編集作業や、よりよい実験データの処理に結びつ

くことになれば幸いです。
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■前号（通算112号）の「留学生紹介 P53-55」の訂正について

前号（112号）の「留学生紹介」P53-55に誤りがありましたので、お詫びして訂正いたします。

誤 ；J apanese ➡ 正 ；J avanese

 

J avanese とは“People from J ava Island（ジャワ島）”の事を意味しています。執筆者

のTetiana Haniastutiさんは、前号の留学生紹介でインドネシア・ジャワ島について紹介してく

ださっています。
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編 集 後 記

唐突ですが、密かに自負を抱いておりました。「専任教員の中で、新潟大学歯学部のことを最も知

らないのは自分であろう……」という自負？ です。そのような人間が、事もあろうに歯学部にお

ける広報の象徴的存在である「歯学部ニュース」の編集責任者となってしまったらどのような事態

に陥るか。まさに、読者諸氏のご推察のとおりであり、執筆いただいた皆様をはじめ、編集委員の

皆様、広報委員会歯学部ニュース担当・大島教授、広報委員会担当・林副学部長には、「歯学部ニュー

ス平成20年度第１号は果たして発行されるのだろうか？」という深い疑念？ を抱かせてしまった

のではないかと反省しております。しかしながら、私にとっては、建物の中で各分野の大まかな位

置関係が分かる、幾人かの先生方の顔と名前が一致するなど、主に想起レベルの知識に関する自己

学習を進めることができたのではないかと思っています。

ともあれ、皆様のご寛容と多大なるご協力のもとで、無事発行という次第となりました。改めて

御礼申し上げます。 口腔生命福祉学科福祉援助学 高橋 英樹

今回人生のなかで初めて編集委員というものをつとめることとなりました。

担当となったのは学部長はじめ、教授陣でしたので、緊張致しましたが、先生方はお忙しいにも

かかわらず迅速な対応をして頂きました。ありがとうございました。特集で取り上げさせて頂いた、

食の支援ステーションの関係者の皆様にも、本業のお忙しいなか、歯学部ニュースの趣旨を汲んで

原稿執筆を快く引き受けて頂き、感謝致します。学内外への周知のきっかけとなれば幸いです。

また「大学院へ行こうのコーナー」ではともに口腔生理で学んだ懐かしいお二人への原稿依頼を

提案させて頂きました。お二人とも予想通り熱い思いを返して頂きました。ご活躍の様子も伺うこ

とができ、自分自身の刺激にもなりました。 摂食嚥下・リハビリテーション学 大瀧 祥子

今回、「入学者のことば」「総合診療室を経験して」などの編集を担当させていただきました。学

生さんや若い先生方に原稿をお願いしましたが、皆さん快く引き受けてくださり、本当に感謝して

おります。携帯メールの影響でしょうか？ 中には改行をあまり用いない方もおられ、世代のギャッ

プを感じつつも、エネルギー溢れるフレッシュな原稿を早々に読ませていただき、私も元気をもら

いました。執筆していただいた方々、編集委員の皆様、大変お世話になりました。ありがとうござ

いました。 小児歯科学 三富 智恵

大学勤務も比較的長くなったなと感じる昨今、今回初めて歯学部ニュースの編集作業を手伝わせ

ていただきました。私の担当した一つ、素顔拝見は毎号楽しみなページであり、今回も多くの先生

から普段聞けないような興味深いお話を頂いたこと感謝しております。また、講座員だからという

理由で IADR の報告をお願いし、快く引き受けてくれた奥村先生はもとより、慣れない作業の中多

数の先生にご迷惑おかけしたことをこの場を借りてお詫びするとともに、ご協力に対して御礼申し

上げます。 加齢・高齢者歯科学 佐藤 一夫

今回、初めて歯学部ニュースの編集に携わりました。毎号、目を通していますが、いざ編集とな

るとなかなか大変でした。そんな中で特に学務係、庶務係の方にはお忙しい中、入学者や国家試験

合格者名簿、ならびに人事異動や各種委員会などの原稿を用意していただき、頭の下がる思いでし

た。編集と言っても原稿をお願いするばかりでしたが、本当に関係者の方々には感謝しております。

ありがとうございました。 歯科矯正学 朝日藤寿一
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表紙・裏表紙の写真の説明

表紙の撮影データ

撮 影 地：乙宝寺［おっぽうじ］（胎内市）

撮 影 日：2008年８月

使用機材：オリンパスE-420/ズイコーデジタルED12-60㎜ F2.8-4.0SWD/プロ

グラムオート（1/80秒・F2.8）/記録画素数：3648×2736・J PEG/IS O：

200/ホワイトバランス：オート

裏表紙の撮影データ

撮 影 地：興福寺・南円堂（奈良市）

撮 影 日：2008年７月

使用機材：オリンパスE-420/ズイコーデジタル25㎜ F2.8/プログラムオート（1/250

秒・F5.6）/記録画素数：3648×2736・J PEG/IS O：200/ホワイトバラン

ス：オート

コメント：今回は、越後三十三観音霊場の第二十六番札所として知られる乙宝寺の三重

塔（本尊：普賢菩薩）と、西国三十三観音霊場の第九番札所として知られる

興福寺の南円堂（本尊：不空 索観音菩薩）という「三十三つながり」の伽

藍でまとめてみましたが、伽藍はあくまで背景として、前景を強調するため

にわずかにボケさせています。表紙では雨に濡れた瑞々しいカエデの緑を、

裏表紙では平成に新造された燈籠を前景として、歴史的建造物である背景と

の新旧の対比という意味も含めています。

本誌中の写真の使用機材

ボ デ ィ：オリンパスE-3、E-410、E-420、E-500

レ ン ズ：ズイコーデジタルED12-60㎜ F2.8-4.0SWD、ズイコーデジタルED

50㎜F2.0マクロ、ズイコーデジタル11-22㎜F2.8-3.5、ズイコーデジタル

25㎜ F2.8

撮 影 者：林 孝文
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